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野
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地
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噴
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に

就

い
て

(
問
笠

六
等

)

八

木

貞

助

本
邦
に
は
火
山
地
方
其
他
に
水
蒸
気
を
噴
出
す
る
喧
汽
孔
は
砂
-
L･.
い
が
､
常
湧
泉

C
onstan
t
sp
rin
g
だ
し
て

非
開
放
的
に
水
蒸
気
だ
共
に
熱
湯
を
露
の
如
-
に
高
く

晴
上
ぐ
る
も
の
は
飴
-
其
例
を
聞
か
な
い
.
今
滋
に
述

べ
る

地
獄
谷
噴
泉
は
其
柿
な
賓
例
で
'
昭
和
二
年
三
月
内
務
大
臣
か
ら
天
飴
記
念
物
ビ
し
て
指
定
さ
れ
囲
豪
の
保
護
を
受

け
て
居
る
の
で
あ
る
｡

二
.
所
在
及
附
近

の
地
形
地
質

ヒラオ

地
獄
谷
噴
泉
は
長
野
掘
下
高
非
郡

平

穏

村
山
申
横
湯
川
(夜
間
瀬
川
上
流
)河
床
の
標
高
約
八
〇
〇
光
の
地
鮎
に
あ

っ
て
'
有
水
此
地
方
に
於
て
敢
著
名
な
名
勝
で
あ
る
｡
此
地
は
長
野
市
か
ら
電
車
で
中
野
町
を
経
て
湯
E=
中
に
至
り

ア
ンダイ

カ
ン一八十
シ

(1
一

其
鷹
か
ら
安
代
｡準

上
林
等
の
亀
泉
地
を
摂
れ
ば
闇
粁
弧
の
距
離
に
あ
る
｡

此
横
湯
川
の
流
路
は
予
の
所
謂
川
の
内

捕r
e

地地
溝
帯
の
北
撃
皆

限
っ
た
断
層
線
谷
で

(商
連
は
角
関
川
の
線
)
水
野
は

地
厚
な
闇
連
を
含
ん
で
水
色
及
透
明
度
に

ヒガ
･ンダ
ナ

異
常
あ
る
大
沼
池
で
あ
っ
て
'
志
賀
火
山
東
館
川
等
の
渓
流
を
合
せ
輯
北
に
走
-
漸
-
保
谷
を
作
り
'
丈
六
砂
防
H

凝
析
脂
的
狐
谷
峨
瓜

,J
就

い
て



1-吐

政

節
十

f
巷

妨

五
紙

三
三

二

ハ
訂ゼ

事
の
下
に
て
右
ガ
か
ら
氷
る
龍
王
曙
を
合
せ
左
に
排
曲
っ
て
峡
谷
を
作
っ
て
地
獄
谷
に
至
る
｡
地
獄
谷
に
近
-
箔
膳

.I)

甘
ホ
ゼ

(
此
地
で
は
岩
石
の
直
方
状
の
飾
班
の
も
の
を
膳
ビ
和
す
)
下
-
膳
､
大
腿
の
泥
等
を
懸
け
て
居
る
｡
地
獄
谷
封
岸



の
凶
0
0
米
松
の
高
い
絶
壁
を
棚
岩
･fJ
栴
す
る
即
ち
志
賀
火
山
熔
岩
の
末
端
で
あ
る
｡
温
泉
は
現
在
地
獄
谷
の
上
流

〆キ
イ
シ

抱

石

か

ら
始
ま
っ
て
､
地
獄
谷
附
進
が
最
盛
な
湧
出
地
域
で
､
其
限
度
も
九

〇
度
以
上
に
も
達
し
湧
出
最
も
豊
富
で

抱
石
附
近
の
も
の
は
敢
近
上
林
弧
兼
に
導
引
さ
れ
て
屠
る
｡
下
っ
て
太
市
岩
の
麓
先
非
河
頂
の
温
鼠
は
鮎
に
引
か
れ

基
下
方
に
は
虹
に
各
野
の
原
泉
が
湧
出
し
て
屠
る
｡
此
附
近
か
ら
は
谷
の
画

春
が
粛
し
-
横
湯
川
は
両
岸
四
･I
五

〇

米
の
断
崖
を
な
し
其
山
地
を
出
づ
る
鹿
に
は
目
洗
不
動
湯
'

侃泉
寺
湯
等
が
涌
出
し
.
乾
に
下
っ
て
段
丘
地
に
於
て

は
鮎

｡
安
代

｡
陽
EE
中

･
上
河
原
等
の
湿
泉
群
が
略
兼
酉
に
列
び
て
段
丘
内
又
は
河
床
中
か
ら
湧
出
し
て
所
謂
寧
穏

温
泉
地
隈
を
構
成
し
て
屠
る
｡

(nJ=l

(

i
)

此
地
方
の
基
盤
を
な
す
岩
石
は
情

火
排
撃
士
は
石
基
閃
紘
岩

Qu
artz
D
iorite
A,J
さ
れ
た

が

大

棺
教
授
は
沌
迷
入

岩
盤
る
小
紋
岩

QuartZ･bearln
g

aug

i
t

e･h
ypersthenep
orphylite
だ
さ
れ
た
｡

.i
故
に
紘
色
を
帯
び
た
撤
密
な

岩
石
で
上
下
高
井
地
方
の
火

山
岩
暁
出
前
に
於
て
比
較
的
大
規
模
に
節
三
紀
層
中
に
沈
入
し
た
も
の
で
あ
っ
て
.
地

下
甑
見
放
高
熱
ガ
ス
等
の
後
岩
壁
作
用
P

o
s
t
･

m
agm
atic
actio
n

に
よ
っ
て
披
泥
石

『
バ
ス
タ
イ
ト
Ehp
ウ
ラ
ル
石

練
膝
石
等
の

二
次
性
現
物
を
も

珪
じ
岩
石
各
般
に

汚
濁
を
凍
し
鮮
明
を
敏
-
も
の
が
多
-
'
叉
優
々
衣
褐
色

｡
赤

･1ト'J
ソ

褐
色
を
量
し
て
崩
壊
す
る
こ
･J･J
太
古
岩
の
如
き
も
あ
-
p
稀
に
は
金

倉

瑚

両
に
見
る
が
如
-

『
ダ
イ
ア
ス
ポ
ア
』
蝋

石
p
耐
火
粘
土
等
の
鋸
床
を
交
代
作
用
に
よ
っ
て
膳
胎
せ
し
め
て
居
る
の
も
め
る
.
要
す
る
に
本
地
方
に
於
け
る
過

去
の
地
下
狐
泉
の
情
動
は
極
め
て
著
し
か
っ
た
･fJ
認
め
ら
れ
る
も
の
が
あ
る
.

二

p

地
獄
谷
噴

泉

の
沿

革

毘

柑
帖

的

は
れ=･2-E
滋
に
就

い
て

萱

J

三



地
.

頚

飾
十

丁
怨

節
玉
髄

至

二

田

伴
龍
で
は
溜
行
基
の
磯
風
に
よ
る
ど
も
或
は
弘
油
三
年
に
始
め
て
噴
出
し
た

,tJ
も
云
は
れ
る
が
､
蓋
か
ゝ
る
活
動

は
魔
虹
的
に
共
起
原
を
軍
ぬ
べ
き
も
の
で
は
な
-
悠
久
の
年
進
を
雑
て
屠
る
ビ
考

へ
る
の
が
穏
静
だ
息
は
れ
る
rJ
叉

天
明
三
年
の
浅
間
山
の
大
爆
聡
の
常
時
は
晴
山
が
停
止
し
た
ど
も
博

へ
て
屠
る
｡
文
化
文
政
の
頃
上
流

(
ト
オ
ス
の

卒
)
め

崩
壊
し
た
泥
士
が
押
氷
化
て
埋
没
し
た
が
p
松
代
舘
鰐
基
氏
と
離
､
津
幡
窄
ま
人
の
由

カ
に
ょ
つ
て
聴
堀
し

た
0
現
在
噴
奴
に
至
る
橋
脚
に
横
は
る
大
石
は
此
時
の
.賂
釆
物
で
あ
る
亡
｡
元
治
元
年
か
ら
現
経
常
者
装
野
陸
次
氏

の
骨
皿
父
が
附
近
に
屋
今
,,J
酵
場
(
延
命
湯
)
Ĵ,J
を
建
て
p
瞳
よ
-
の
道
路
を
開
業
L
で
進
度
地
だ
な
し
た
が
屡
々
洪

水
の
厄
に
遭
っ
た
｡
明
治
十
三
年
に
は
長
野
相
蕉
局
長
等
の
親
察
あ
-
て
閣
凍
次
第
に
戯
-
世
に
知
ら
る
～
に
至
っ

た

｡明
治
四
三
年
八
月
の
大
洪
水
で
横
湯
川
の
氾
濫
後
に
は
噴
泉
の
噴
騰
力
が
次
節
に
嚢

へ
'
同
四
五
年

一
月
頃
は

一

層
の
減
退
を
氷
化
L
p
結
い
て
五
月
に
は
殆
TFJ･J
其
噴
出
を
停
止
す
る
に
至
-
'
地
元
の
人
々
の
憂
ひ
を
操
か
ら
し
め

た
大
正
二
年
五
月
予
は
基
質
祝
を
瓶
森
し
て
.
こ
は
畢
蒐
河
底
の
侵
蝕
に
件
ふ
河
水
面
の
低
下
だ
噴
泉
乱
用
園
の
地

盤
の
利
剣
の
籍
に
基
盤
醇
か
ら
新
に
脱
臭
の
漏
出
す
る
に
至
っ
た
に
因
る
も
の
･1J
考

へ
､
魔
急
策
だ
し
て
下
流
約
三

〇
米
の
鷹
に
合
掌
枠
を
築
造
し
て
河
の
水
位
堂
向
め
､
地
下
水
の
魔
力
を
相
加
し
又
'
裂
睦
を
墳
充
し
て
漏
泉
を
防

ぎ
荷
蛾
棒
を
用
ゐ
て
墳
孔
を
弊
つ
こ
ビ

一
光
内
外
に
及
ん

だ塵
次
節
に
熟
し
て
凍
る
ビ
北
ハに
∵蓬
に
証
然
た
る
壁
だ
共

に
復
活
す
る
に
至
っ
た
｡

然

し
之
竪

二
十
年
前
に
比
す
る
に
周
著
し
-
共
鳴
騰
カ
の
減
退
せ
る
を
見
た
が
最
近
河
底

に
漏
れ
る
噴
泉
口

を
墳
充
し
た
為
に

一
暦
其
勢
ひ
を
糖
し
て
批
軌
を
量
す
る
に
至
っ
た
｡

三
､
噴

泉

の

現

状



現
在
暁
免
孔
は

旧
版
第
六
版
岬
間
に
示
す
如
-

桔
湯
川
左
岸
の
氾
濫
地
に
あ
-
て
､

河
水
を
距
る
こ
空
中
にこ
約

四

･
五
兆
河
水
は
幅
三

･
五
米
其
粍
さ
〇
二
ハ
ー

一
光
に
し
て
勾
配
は
約
九
分
の

一
に
常
る
｡
噴
泉
孔
の
周
囲
の
基

盤
は
人
頭
大
か
ら
雀

i.
米
内
外
の
小
紋
岩
の
河
磯
の
堆
積
し
た
も
の
で
､
其
間
隙
を
砂
利
･粘
土
･炭
酸
石
衣
等
で
凝

固
さ
れ
て
集
塊
岩
状
を
L･4
L
t
厚
さ
四
米
以
上
で
巾
九
米
長
さ
三
七
米
内
外
の
鹿
さ
を
被
覆
し
て
屠
る
｡
此
灘
暦
の

裂
醇
か
ら
は
五
C
T
･
九
〇
度
内
外
の
弧
泉
を
湧
出
し
て
屠
る
｡
噴
泉
孔
は
平
常
の
河
水
よ
-
は

一
光
内
外
旦
向
-
兎

に
左
側
四
兆
許
の
鷹
に
は
二
光
縄
の
高
さ
に
沓
野
用
水
堰
を
通
じ
て
屠
る
.
叉
河
の
右
岸
に
は
小
紋
岩
を
露
出
し
不

規
則
汁
b接
に
は
三
角
形
｡多
角
形
等
の
飾
即
が
著
し
4,
其
間
か
ら
延
命
湯
(
九

1
度
)
及
名
物
た
る
許
容
餅
の
薪
釜
(
九

〇
庇
)
の
湯
等
多
最
の
揚
泉
が
湧
い
て
屠
る
｡
噴
泉
孔
は
責
種
三
糎
内
外
の
こ
ど
も
あ
る
が
現
在
は
炭
酸
石
衣
が
沈

澱
し
て

一
｡
滋
糎
位
に
縮
小
し
て
屠
る
｡
噴
出
す
る
水
蒸
束
の
高
さ
は

一
五
-
二
〇
米
に
達
し
､
こ
れ
だ
共
に
噴
出

す
る
熱
湯
の
最
は

一
分
間
に
二
七
･--三
三
立
に
達
し
附
妃
に
至
ら
ば
機
両
の
如
き
水
滴
に
衣
袖
忽
ち
滞
る
～

に
至
る

で
あ
ら
-
｡
泉
膳
は
無
色
透
明
の
箪
細
見
で
あ
る
が
相
槻
味
を
碑
び
て
屠
る
｡

(I;)

叉
木
奴

の

u

,
プ

デ
ク
ム
ェ

ヤ
ナ
チ
オ
ン
』
の
含
有
量
に
就
て
は
歌
田
鋸
出
番
門
撃
枚
大
橋
教
授
等
の
測
定
で
は
噴

泉
か
ら
能
生
す
る
水
蒸
気
を
凝
柿
せ
し
め
た
水
は
官
債
分
の
一
丁
二
二
キ
ュ
ー
-
1
デ
〇
･六
八

マ
ッ
ヘ
を
有
し
､
横

湯
川
の
河
底
に
あ
る
小
喧
気
孔
の
瓦
斯
は
同

一
六
･九
七
キ
ュ
ー
-
1
デ
瓦
二

八

マ
ッ
ヘ
を
含
有
し
て
屠
る
｡

噴

泉

の
脱
皮
は
外
気
温

一
二
度
玉
の
時
に
其
中
心
が
九
五
度
で
共
用
圏
は
八
五
庇
内
外
で
あ
る
｡
即
ち
平
穏
地
方

皿
某
中
の
最
高
脱
皮
で
あ
る
｡
然
し
冬
期
外
気
弧
が
低
下
し
て
〇
度
に
至
る
時
に
は
九
三
監
内
外
に
下
る
｡
此
際
に

は
水
蒸
気
及
噴
泉
は
上
身
41J
共
に
急
激
に
冷
却
し
て
其
水
滴
は
本
桐
上
の
積
雪
に
凍
縮
し
次
第
に
空
だ
氷
1̂J
の
堆
積

長
野
暇
地
獄
術
噴
水
に
如

い
て

事

宝

玉



･肌
一

浪

餌
十

1
懸

節
玉
髄

ヨ
表

1'1

を
作
-
(
此
地
の
積
雪
は

7
-

㌻
五
米
)玲
硝
化
も
氷
塔
が

〓
SJ観
を
量
す
る
に
至
る

(
閲
聞
版
第
六
版
乙
園
)
叉
水

蒸
気
の
畳
は
朝
夕
に
多
-
し
て
日
中
に
は
少
な
-
其
並
々
た
る
音
響
は
演
潤
に
鳴
渡
っ
て
二
〇
〇
米
内
外
に
も
開
ゆ

る
｡
噴
孔
の
周
囲
に
は
炭
酸
石
衣
の
沈
澱
物
で
暁
泉
塔

S
in
ter
C
oI1e
を
仲
-
永
年
閏
に
は
閲
錐
状
を
量
す
る
｡
而

し
て
此
塔
中
に
は
露
石

(
即
ち
球
状
方
解
石
の
粟
粒
大
の
-
の
)
を
成
塗
し
て
居
る
｡
噴
騰
力
は
未

だ精
密
に
は
測

定
し
な
い
が
種
三
セ
ン

チ
訳
さ
七
〇
グ
ラ
ム
の
石
塊
を
○
エ
ハ
水
位
の
高
さ
に
叉
種
二
｡五
セ
ン
チ
重
さ

一
五
グ
ラ
ム

の
石
片
竪

一光

の高
さ
に
噴
上
げ
重
三
二
キ
ロ
内
外
の
石
塊
を
喰
飛
ば
す
童
の
魔
力
が
あ
る
｡
こ
れ
は
今
後
に
於
て

精
密
に
測
定
し
た
い
ビ
思
っ
て
居
る
｡

蔵
近
昭
墾

二
年
の
冬
か
ら
内
務
省
で
は
附
近
の
砂
防
工
事
だ
共
に
横
湯
川
の
水
位
生
歯
め
且
噴
泉
孔
附
近
の
地
盤

を
安
全
な
ら
し
め
る
籍
に
下
流
四
玉
来
の
盛
に
石
堰
堤
を
築
造
中
で
､

一
時
構
湯
川
の
河
水
を
側
方
裾
野
堰
に
回
流

し
た
虞
'
果
し
て
桔
湯
川
底
に
三
ケ
の
裂
値
が
あ
っ
て
盛
に
熱
湯
を
噴
出
し
て
居
る
の
を
見
届
け
た
｡

即
ち
明
治
四
十
三
年
以
衆
の
噴
泉
の
著
し
い
哀
調
の
.原
因
が
此
等
河
底
の
裂
醇
か
ら
漏
泉
す
る
に
よ
る
姉
も
明
に

な
っ
た
｡
彼
の
噴
泉
孔
だ
河
底
の
裂
櫨
ビ
延
命
湯
の
原
泉
E
は
'東
南
か
ら
西
北
の
方
向
に
伸
び
た
同

1
裂
線
に
属
し

て
互
に
鼎
連
絡
し
て
屠
る
'
故
に
河
底
の
漏
泉
を
止
む
れ
ば
噴
泉
を
増
し
叉
噴
泉
孔
を
押

へ
れ
ば
延
命
湯
に
特
に
湧

相
見
を
増
す
こ
E
等
を
も
知
っ
た
｡
よ
っ
て
此
等
河
鹿
の
裂
糠
を
セ
メ
ン
ト
を
用
ゐ
人
工
に
依
っ
て
完
灸
に
閉
塞
し

た
庭
が
愈
々
噴
騰
力
を
快
復
し
二

分
間
に
六
立
以
上
の
噴
泉
を
見
る
に
護
っ
た
の
は
誠
に
蕃
ば
し
い
次
第
で
あ
る
｡

四
､
噴

泉

の

椀

種



r
守

減
封

石

工

､
q
l.遭
竹
...=
-(

uJ ユ⊥ j JA

Fi7jllr式 松 田 Bgr偲恕 下 地 滋 鵬 孝を獅こ地

此
噴
泉
の
現
象
を
如

何
な
る
機
構
に
依
っ
て

訟
明
す

べ
き
か
は
p
子

の
数
年
凍
考
察
を
揮
っ

た
虞
で
あ
る
が
､
種

々

の
模
型
を
作
っ
て
賓
勝

を
し
て
見
た
結
果
'
次

に
述

べ
る
構
造
が
敢
簡

軍
で
且
薯
際
tこ
近
い
ビ

考

へ
ら
れ
る
｡
即
ち
第

二
閲
の
A
は
地
下
浬
藤

に
通
す
る
高
熱
な
水
菜

乗
を
上
昇
し
て
凍
る
不

規
則
な
塞
洞
或
は
裂
醇

.,-J
す

る
｡
こ
れ
は
ヒ
方

に
伸
び
て

a
の
主
管
だ

堤
-
d
〃
α
等
の
支
管

ヒ



地

球

節
十

叫
雀

解

式

班

買

六

八

も
亦
こ
れ
よ
-
振
出
し
て
屠
る
｡
d
は
其
基
盤
た
る
小
紋
岩
,/･J
凝
結
さ
れ
た
離
層
ど
の
間
に
横
は
つ
た
不
規
則
総
益

洞
或
は
裂
植
Fq
に
連
絡
し
b
管
ど
な
ゎ
七

E
に
於
で
托
管
ビ
略
々
匪
角
に
相
撲
し
て
屠
る
.
d
及
Dq
は
地
下
水
脈
に

通
じ
叉
C
管
に
よ
っ
て
横
湯
川
の
河
水
ど
も
連
絡
す
る
も
の
AtJ
考

へ
る
｡
そ
こ
で
d
管
を
上
昇
す
る
高
熱
の
水
蒸
気

は
円
に
於
て
そ
れ
等
の
水
を
規
め
て
熱
水

だす
る
の
で
あ
る
｡
而
し
て
基
熱
水
は
静
水
魔
の
班
に
依
っ
て
b
管
内
に

押
上
げ
ら
れ
て
屠
る
｡
今
A
管
に
依
っ
て
粗
度
か
ら
高
熱
な
水
蒸
気
が
上
昇
し
て
魂
た
場
<
=
に
其
大
部
分
は

a
管
を

経
て
E
か
ら
暁
川
す
る
が
基

一
部
は
叉
d

α

が

等
に
も
介
入
す
る
:rm
し
て
d

を

施
せ
る
も
の
は
前
述
の
如
-
Fq
に
於

て
熱
水
･JJJ
花
-
且
其
喜
究
魔
を
晒
し
て
ト
管
内
に
熱
水
の
上
昇
す
る
こ
ど
な

1
暦
盛
な
ら
し
む
る
蔑
b
管
内
は
熱
水

を
以
て
充
さ
る
ゝ
に
至
る
｡
其
熱
水
は
霧
吹
き
の
狸
に
ょ
つ
て
E
に
於
で

a
管
よ
-
噴
出
す
る
水
蒸
気
の
流
魔
に
よ

っ
て
高
-
微
細
の
水
槽
ど
な
っ
て
嚢
中
に
噴
騰
す
る
の
で
あ
る
｡
又
α

が

等
に
入
れ
る
水
蒸
気
は
地
下
水
を
熟
し
て

甑
泉
,1J
な
っ
て
夫
々
の
場
所
に
流
出
す
る
に
至
る
.

五
F'
地
獄
谷
噴
泉
の
模
型
と
其
説
明

今
第
三
間
に
於
で
A
よ
り
敬
鍾
す
る
水
蒸
気
は
大
な
る
速
度
を
以
て

a
管
よ
･J
噴
出
す
る
｡
其
際
水
蒸
気
の

1
部

は
支
管
d
か
ら
H
に
噴
出
し
B

s
.水
を
泥
む
る
ビ
同
時
に
其
水
面
に
蒸
来
歴
を
及
ぼ
す
｡
次
に
C
な
る
水
槽
よ
-
紘

『
サ
イ

フ
オ

ン
』
に
よ
っ
て
水
を
B
水
槽
に
迭
-
此
水
は
pq
を
充
し
た
る
後
細
管
b
に
入
h
IC
水
面

1̂J
同

一
の
高
さ

ま
で
昇
る
の
で
あ
る
｡
而
し
て

a
b
両
細
管
は
其
管
口
間
の
如
-
互
に
寓
角
に
向
ひ
各

っ
て
開
き
C
水
面
よ

-
は
相

帯
虞
に
あ
る
か
～
る
場
令

に
E
か
ら
弧
-
噴
出
す
る
蕃
気
流
は
b
管
口
の
魔
を
減
じ
簿
吹
き
の
排
に
よ
-
t
b
管
内
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か
ら
引
い
て
月

内
の
水
を
其
管
口
ま
で
吸

上
げ
水
蒸
気
〆
･如

し
上
方
に
噴
出
せ
し
む

る
の
で
あ
る
○

此
際
霧
の
加
入
し
た
為
に
水
葬
束
の
脱

皮
は
多
少
低
下
す
れ
ざ
も
t
B
内
の
水
は

汲
め
d
か
ら
凍
る
水
蒸
気
に
よ
っ
て
熟
せ

ら
れ
舶
静
の
脱
皮
ど
な

-
'
且

a
管
の
水

蒸
気
は
鎗
程
市
況
総
も
の
ど
考

へ
ら
れ
る

か
ら
噴
泉
H
で
九

〇
度
以
上
の
粗
度
を
保

つ
こ
亡
は
さ
し
て
困
難
の
こ
ど
で
は
な
い

賓
瀞
の
結
果
で
は
A
の
汎
皮
が

一
一
〇
度

位
な
れ
ば
E
管
口
の
租
庇
は
七
五
度
前
後

な
保
ち
得
る
の
で
あ
る
｡
此
場
合
A
a
b

等
生
歯
脱
に
保
た
せ
る
こ
だ
が
肝
要
で
あ
る
｡
又
FG
内
の
水
量
を
減
じ
て
b
管
が
水
面
上
に
出
づ
る
場
合
に
は
勿
論

喧
霧
を
見
な
い
の
で
あ
る
｡
攻
に
薯
膝
上
荷
二
三
の
場
合
を
も
考
察
し
て
見
や
-
0

1
､
B
水
槽
を
設
け
ず
b
管
を
匿
に
C
水
槽
に
連
絡
し
た
場
合
｡

こ
の
場
合
は
C
水
槽
面
が
自
由
表
面
で
あ
-
且
E
が
C
水
槽
の
水
面
よ
-
高
所
に
あ
る
た
め
に
水
が
h
管
に
上
昇
せ

長
野
帖
地
獄
谷
喧
炎
に
就

い

菩

1.七

九



地

球

錦
十

義

解

五
髄

三

八

T
O

す

従
っ
て
E
か
ら
噴
霧
を
見
な
か
っ
た
｡
勿
論
こ

の
場
合
d
管
の
必
要
は
無
い
｡

2
､

B
水
槽
藍

畔
げ
や
束
管
d
を
直
に
C
水
槽

に
連
絡
し
た
場
合
｡

箪
田
園
岬
の
如
-
Fq
水
槽
並
に
b
管
藍

誇

す
d

管
を
匿
に
C
水
槽
に
連
結
し
て
薯
脇
す
る
に
'
水

は

a
管
内
に
吸
上
げ
ら
れ
す
｡
叉
乙
の
如
-
水
魔

を
加

へ
て
d
よ
-
a
に
水
を
寧

心
時
は
水
は

8
管

内
を
充
た
し
水
蒸
気
の
噴
出
は

1
時
停
止
し
て
間

歌
的
噴
出
ど
な
る
｡
斑
に
d
よ
-
a
に
入
る
水
最

を
減
す
る
時
は
水
蒸
気
の

一
部
が
反
っ
て
d
Iこ
浸

入
し
水
を
反
封
に
押
返

へ
耳
の
を
見
る
｡
要
す
る

に

a
よ
-
側
管
を
出
し
こ
れ
か
ら
水
を

a
に
吸
上

(J]?)

げ
て
霧
を
境
か
し
め
る
こ
-

困
難
で
あ
る
0
此
場
合
は
既
に
熱
源
間
軟
炭
に
警

本

多
ー
寺
山
簡
博
士
が
賓
験

さ

れ
た
模
型
だ
同

苗

班
だ
t･-

熱
泉
の
間
歌
的
噴
騰
ど
な
る
の
で
あ
る
｡

3
､
水
槽
藍

許

や
b
管
を
直
に
C
L1こ
連
貼
し
且
C
水
槽
を
E
よ
･D
党
に
高
鷹
に
置
い
た
場
合
｡

こ
の
場
合
は
釆
カ
に
よ
る
水
魔
を
利
用
し
て
E
か
ら
水
を
噴
出
せ
し
め
､
=
絢
に

a
よ
ra
茶
気
を
暁
上
げ
る
の
で
あ



っ
て
勿
論
噴
霧
を
見
る
=
だ
が
机
凍
る
の
で
あ
る
0

以
上
各
種
の
場
合
を
見
る
に
1
､
2
の
場
合
は
全
-
噴
霧
を
見
な
い
こ
E
で
あ

-
､
荷
3
の
場
合
は
噴
霧

を
見
る

が
p
C
水
槽
の
水
田
が
E
よ
上
向
朗
に
在
る
こ
亡
は
地
獄
谷
の
賓
脇
に
適
合
し
L･4
い
｡
従
っ
て
最
初
に
述

べ
た
如
-

a
管
か
ら
噴
出
す
る
水
蒸
束
の
流
魔
に
よ
っ
で
b
管
内
の
水
が
吸
上
げ
ら
れ
て
噴
霧
だ
な
る
だ
考

へ
る
の
で
あ
る
｡

本
調
査
を
な
す
に
雷

-
京
都
砕
関
大
撃
助
教
授
熊
谷
政

一
氏
か
ら
有
力
な
る
助
言
を
給
は

-
叉
滑
水
猛
氏
は
模
型

賓
廟
上
多
大
の
助
力
を
輿

へ
ら
れ
た
基
に
保
-
戚
謝
の
意
を
衷
す
る
の
で
あ
る
｡
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